
臨 時 農 業 生 産 情 報
（大雨・落雷・突風に対する技術対策）

令 和 ８ 年 ８ 月 ２ ４ 日

青森県「農林水産力」強化本部

青森地方気象台発表（２０２６年８月２４日５時３０分）「青森県気象解説情報（大

雨・落雷・突風）第２号」によると、県内では、前線や暖かく湿った空気の影響によ

り、２４日夜のはじめ頃から２５日夕方にかけて、大雨となる所がある見込みで、今

後数日も大雨等に対する注意が必要です。雨雲が予想以上に発達した場合や、同じ所

に停滞した場合には、警報級の大雨となる可能性があります。

また、青森県では２５日夕方にかけて、竜巻などの激しい突風や落雷、降ひょうに

注意してください。

今後の気象情報に十分注意し、次の事項に留意して、被害の未然防止と軽減に努め

てください。

１ 共通の対策

（１）地盤が緩み崩壊の恐れがある農地・林地及び農道・林道並びに増水中の河川な

どには絶対に近寄らないようにする。なお、異常を発見した場合は、速やかに市

町村等へ連絡する｡

（２）浸水や冠水したほ場・園地では、明きょやポンプにより速やかに排水する。

２ 水 稲

（１）適水位を維持しながら排水できるよう、ほ場の排水口で調節するとともに、排

水路の点検・整備を徹底する。

（２）土砂が流入した場合は、速やかに取り除く。

（３）畦畔や用排水路が破損した場合は、速やかに補修する。

（４）倒伏した場合は、できるだけ早く株起こしを行う。

３ りんご・特産果樹

【大雨】
（１）園地が冠水した場合は､できるだけ早く､果実や葉に付着したゴミを取り除き､

泥を清水で洗い落とす。また、有袋果は除袋してから、これらの管理を行う。

（２）水に浸かった果実は区別して収穫する。傷ついたり腐敗した果実は、速やかに

取り除く。

（３）果実を加工用に仕向ける場合は､農薬使用基準上の問題がないことを確認する。

【突風】
（１）防風網やわい性台樹の結束状況などを点検し、補強や取り替えを行う。

（２）幹や主枝などに空洞が生じている樹や腐らん病の被害を受けた枝や樹は、支柱

で支え、縄などで補強する。幼木は倒伏しやすいので支柱を立てて結束する。

（３）落下した果実は、収穫した果実に混入させない。



（４）樹が倒伏した場合は、根を切らないよう注意しながらできるだけ早く起こし、

支柱で支える。

【降ひょう】
（１）降ひょうがあった場合は、着果負担や病害虫の発生を抑えるため、被害を受け

た果実はできるだけ摘果する。ただし、摘果しすぎないように注意する。

（２）被害園ではその後の管理を怠ると、来年の生産に影響するので、薬剤散布など

の栽培管理は通常どおり行う。

４ 野菜・花き・畑作

（１）ほ場や施設周辺に排水溝を設けるなどの排水対策を行う。

（２）ほ場やビニールハウスを点検し、被覆資材やパイプ等の損傷がある場合は速や

かに修復する。

（３）ながいも等のほ場で、「穴落ち」した場合は、速やかに修復する。

（４）露地で種子が流出したほ場は、再度は種を行う。

（５）降ひょう・浸水・冠水などにより損傷を受けた場合は、病気が発生しやすく

なるので、まん延しないよう、薬剤散布する。

（６）果菜類で浸水した場合は、草勢の低下を防ぐため、摘果や早採りで着果負担を

軽減する。また、冠水した場合には、動力噴霧機で散水し、作物等の泥を洗い流

す。さらに、マルチを除去して、株元を乾かし、根の回復を図るとともに、冠水

した果実を早急に取り除く。

（７）大豆は、湿害の影響を受けやすいので、排水後は速やかに明きょの補修を行う。

５ 畜 産

（１）低地や排水の悪い飼料畑は、排水溝を設けるなどの排水対策を行う。

（２）畜舎に雨水が流入した場合に備え、除ふん作業を済ませ、紙袋の飼料などは浸

水しない場所に移動しておく。

（３）畜舎が浸水した場合は、家畜伝染病の発生を予防するため、消毒を徹底する。

（４）冠水等の被害を受けた飼料は、品質を見極め、十分注意して給与する。

（５）ロールベールサイレージのストレッチフィルムが破損した場合は、破損部分

を速やかに補修するとともに、できるだけ早く家畜に給与する。

（６）畜舎等は破損を防ぐため、支柱等で補強するとともに、シャッターや窓など

を完全に閉める。

６ 農地・農林業用施設

（１）ため池は、貯水位が高い場合には放流して水位を十分に低下させておくととも

に、洪水吐、水門等を点検し、通水の阻害となる土砂、ゴミや流木等を除去する。

（２）水路は、水門が適正に閉じている、あるいは開いていることを確認し、通水の

阻害となる土砂、ゴミや流木等を除去する。

（３）農地・林地・農林業用施設が被災した場合は、速やかに被災状況を市町村へ報告

する。

（４）被災した農地・林地及び農林業用施設は、身の安全を確保した上で、シートで

被災箇所を覆うなど、被害が拡大しないよう努める。



報道機関用提供資料

担当課 （共通の対策、農地・農林業用施設） 林政課治山・林道グループ
担当者 ＧＭ 宇土 浩美

農村整備課防災・積算グループ
ＧＭ 藤本 雄士

（水稲・畑作） 農産園芸課稲作・畑作振興グループ
ＧＭ 鈴木 晃

（りんご等果樹） りんご果樹課生産振興グループ
ＧＭ 工藤 秀樹

（野菜・花き）【発行元】 農産園芸課野菜・花き振興グループ
ＧＭ 木村 一哉

（畜産） 畜産課経営支援グループ
ＧＭ 梶田 昌裕

電話番号 （共通の対策、農地・農林業用施設）
林政課 直通 ０１７－７３４－９５２４ 内線 ４８４９
農村整備課 直通 ０１７－７３４－９５５６ 内線 ４８９０

（水稲・畑作） 直通 ０１７－７３４－９４８０ 内線 ５０７３
（りんご等果樹） 直通 ０１７－７３４－９４９２ 内線 ５１４６
（野菜・花き） 直通 ０１７－７３４－９４８１ 内線 ５０７６
（畜産） 直通 ０１７－７３４－９４９６ 内線 ４８１４

報道監 農林水産部
次長 内山 真人（内線：４９６６）
次長 相馬 宏伊（内線：４９６７）

【おしらせ】

青森県では、臨時農業生産情報をパソコンやスマートフォンにメール配信するサービスを

実施しています。青森県農業情報のホームページ「農なび青森」からお申し込みください。

また、青森県農林水産部公式LINEでは、臨時農業生産情報の発表をプッシュ通知で

お知らせしています。その他農業経営に役立つ情報も随時配信していますので、ぜひ

ご登録ください。

農なび青森のＨＰアドレス

（https://www.nounavi-aomori.jp/）

「トップページ」→「農業情報ページ」→「農業情報」

に掲載

農なび青森 QRコード



青森県農林水産部公式LINEアカウント登録方法

以下のいずれかの方法で友達登録が可能です。

・右のQRコードを読み込み

・LINEアプリの「友達追加」画面から「検索」を選択し、

「＠aomorinourin」と入力

青森県農林水産部公式LINE

QRコード


